
（平成２８年６月作成）

事務事業評価シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

1

5

4

3

(1)

(2)

５．今後の方向性（担当室による内部評価）

（中事業名）※予算書事業名

-

人
工
数

②概算人件費 11,526千円

1.36人 1.36人 1.36人

0.70人 0.70人臨時職員等

職員

・被保険者数
１０，６１０人
・現年度収納率
９９．３％
・医療費給付
７，６７０，０００千
円

・被保険者数
１１，０１０人
・現年度収納率
９９．４％
・医療費給付
８，１３０，０００千
円

・被保険者数
１１，４１０人
・現年度収納率
９９．４％
・医療費給付
８，６１８，０００千
円

1,549,400千円

626,281 628,180 653,307 653,307

1,560,926千円

0.70人

(0千円) 19,839千円 20,173千円

0.70人

1,560,926千円(0千円) 1,398,080千円 1,420,700千円 1,501,426千円①+②総事業費

0.70人

11,526千円 11,526千円

内
訳

(

千
円

)

国･県支出金

その他（　　　）

地方債

一般財源 (0)

1.36人

587,669

1.36人

896,093790,572 774,246 861,720 896,093

担当室名 室長名

1,378,241千円 1,400,527千円 1,489,900千円 1,549,400千円

主な事業の
実績・計画

・被保険者数
９，８１７人
・現年度収納率
９９．１８％
・医療費給付
６，８２６，０３７千円

・被保険者数
１０，２１０人
・現年度収納率
９９．３％
・医療費給付
７，２３６，０００千円

H.28年度(作成時予算額)H.27年度（決算見込）

①直接事業費

（小事業名）

- -

H.31年度(計画予算)H.30年度(計画予算)H.29年度(計画予算)

(H.28)No.

後期高齢者医療特別会計

総
合
計
画

政 策 互いに認めあい支えあう、健康で安心できる暮らし

基本施策 自立を支える地域福祉の充実

施 策

7010

市民部 保険年金室 中山　正己

事務事業名

担当部局名

7010 (H.27)No.

事業コード 007010会計区分

後期高齢者医療特別会計

-

-

社会保障

小 施 策

事業目的（めざす効果）

後期高齢者の方が安心して医療を受けていただける体
制づくりをはじめ、被保険者間の負担の公平性の確保
を図るため、保険料収納率の向上などに努めます。

事業内容

H.31年度(事業計画)

三重県後期高齢者医療広域連合が保険者となり、後期
高齢者医療制度（７５歳以上の方(一定の障害があり認
定を受けた方は６５歳以上)が加入。）に係る申請及び
届出の受付、保険証の引渡しや保険料の徴収等を行い
ます。

H.29年度(事業計画) H.30年度(事業計画)

後期高齢者医療保険

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

重点施策コード

H.27年度（事業量・取組実績） H.28年度（事業量・取組計画）

６．事務事業の取組に関係する主な市の計画具体的な見直し内容・検討内容、継続の理由

該当しない

今後も引き続き、保険料の収納対策を積極的に行います。

地域づくり組織、市民活動団体等との連携･協働は図れないか

４．担当室による事務事業の点検 （*点検等による成果向上や見直しが困難な事業(法令等による義務的経費、災害復旧等緊急事業など)は点検対象外）

 【選択肢】
　 継続（改善）、継続（現行）、継続（拡大）、継続（縮小）、統合検討、休止検討、廃止検討、事業完了（予定含む）

継続（改善）

滞納繰越分の保険料収納率が県下市町の水準と比較して低くなって
いたことから、収納対策を講じ改善することができました。

点検項目 内容（施策達成への貢献内容、連携･協働の実践･検討内容）

後期高齢者等の健康の保持と福祉を増進することで、生涯現役の長
寿社会の創造と高齢者の自立や社会参加に貢献しています。

事業内容や取組成果は、総合計画の施策達成に貢献しているか

Ａ（２つ以上の施策指標達成に貢献又は基本方針達成に特に貢献）

今後も引き続き、部内での情報共有を行ない滞納整理に努めます。

考察（H.27年度の取組評価、課題） 今後の対応方針（課題解決への取組、工夫・改善の内容）


